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全
ぜ ん

員
い ん

を 
まねこう

アンバー・ヒーリー
（ほんとうにあった話

はなし

をもとに書
か

かれました）

「家
か

族
ぞく

をみな結
むす

ぶ道
みち

を主
しゅ

は教
おし

えたもう」
（『子

こ

供
ども

の歌
か

集
しゅう

』98）

 ジャロムはおばあちゃんのマラエ
の前

まえ

にある芝
しば

生
ふ

にこしを下
お

ろ
しました。もうすぐ家

か

族
ぞく

のパーティーが
始
はじ

まる時
じ

間
かん

です！
ジャロムは建

たて

物
もの

のわきにほられてい
る赤

あか

いちょうこくを見
み

上
あ

げました。「お
母
かあ

さん，おばあちゃんの名
な

前
まえ

は手
しゅ

話
わ

でど
うやるの？」とジャロムはたずねました。
ジャロムのおばあちゃんは耳

みみ

が不
ふ

自
じ

由
ゆう

で
した。時

とき

々
どき

，ジャロムの家
か

族
ぞく

はおばあ
ちゃんを思

おも

い出
だ

すために，手
しゅ

話
わ

を練
れん

習
しゅう

す
ることがありました。
「こうよ。」お母

かあ

さんはそう言
い

って，手
て

でゆっくりとおばあちゃんの名
な

前
まえ

をしめ
す動

うご

きをします。ジャロムも自
じ

分
ぶん

の手
て

で
その動

うご

きをやってみました。ジャロムは
自
じ

分
ぶん

の家
か

族
ぞく

について知
し

るのが大
だい

好
す

きで
した。
「わたしもやりたい！」ジャロムのいと

このカティがとなりにすわります。お母
かあ

さんはもう一
いち

度
ど

名
な

前
まえ

の手
しゅ

話
わ

を見
み

せました。
「来

らい

月
げつ

ぼくのバプテスマで，手
しゅ

話
わ

で歌
うた

を歌
うた

ってもいいかな。」ジャロムは聞
き

き
ました。

「もちろんよ」とお母
かあ

さんが言
い

いまし
た。
「バプテスマって何

なに

？」カティがたずね
ました。

ジャロムの親
しん

戚
せき

のほとんどは，末
まつ

日
じつ

聖
せい

徒
と

イエス・キリスト教
きょう

会
かい

の会
かい

員
いん

ではあり
ません。「バプテスマを受

う

けることは，
ぼくの教

きょう

会
かい

では特
とく

別
べつ

なことなんだ 」と
ジャロムは言

い

いました。「バプテスマで
はイエス様

さま

にしたがうことを約
やく

束
そく

して，
イエス様

さま

はその人
ひと

を助
たす

けると約
やく

束
そく

してく
ださるんだよ。」
「すごいね 」とカティが言

い

いました。
「ぼくのバプテスマに来

き

てみない？」と
ジャロムは聞

き

きました。
「うん！」カティはにっこりしました。

それからジャロムはお母
かあ

さんの方
ほう

を向
む

いて言
い

いました。
「ほかのいとこたちにも来

き

てもらえな
いかな。おばさんやおじさんも。」

お母
かあ

さんがうなずきました。「それは
とても良

い

い考
かんが

えね。」
ジャロムとお母

かあ

さんは，親
しん

戚
せき

みんなに
バプテスマに来

き

てくださいと声
こえ

をかけま
した。おばさんもおじさんも，バプテス

ジャロムは自
じ

分
ぶん

のバプテスマに， 
家
か

族
ぞく

全
ぜん

員
いん

に来
き

てほしいと思
おも

いました。
◆『わたしに従

したが

ってきなさい』の教
きょう

義
ぎ

と聖
せい

約
やく

125－128 章
しょう

と129－132 章
しょう

参
さん

照
しょう

マについてはよく知
し

りませんでした。け
れども，それがジャロムにとって特

とく

別
べつ

な日
ひ

だということは分
わ

かってくれました。「か
ならず行

い

くよ！」みんなそう言
い

いました。
何
なん

週
しゅう

間
かん

かすぎました。そしてついに，
ジャロムのバプテスマの日

ひ

になりまし
た！ 礼

れい

拝
はい

堂
どう

に入
はい

ると，ジャロムはにっ
こりと満

まん

面
めん

の笑
え

みをうかべました。すべ
ての列

れつ

が親
しん

戚
せき

たちでうまっています！
まず，ジャロムのお父

とう

さんが，バプテス
マとせいれいの賜

たま

物
もの

について話
はなし

をしまし
た。それから，家

か

族
ぞく

がどれだけ大
たい

切
せつ

かと
いうことについても話

はな

しました。「今
き ょ う

日，
ジャロムがバプテスマを受

う

けることを，
わたしたちはとてもよろこんでいます。
そして，親

しん

戚
せき

がこうして一
いっ

緒
しょ

にいてくれ
ることがとてもうれしいです」とお父

とう

さ
んは言

い

いました。「世
せ

界
かい

でいちばん大
たい

切
せつ

なことは何
なん

でしょうか」とお父
とう

さんが聞
き

きました。「それは人
ひと

，人
ひと

，人
ひと

です。」
みんなが笑

え

顔
がお

になりました。これは
みんなが大

だい

好
す

きなマオリのことわざな
のです。

お父
とう

さんのお話
はなし

の後
あと

は，ジャロムとお
母
かあ

さんの番
ばん

でした。二
ふた

人
り

は初
しょ

等
とう

協
きょう

会
かい

の
歌
うた

を手
しゅ

話
わ

で歌
うた

いました。歌
うた

のおかげで，

ジャロムはおばあちゃんを近
ちか

くに感
かん

じま
した。

それからジャロムとお父
とう

さんは，バプ
テスマフォントに入

はい

りました。水
みず

の中
なか

に
立
た

つと，ジャロムは親
しん

戚
せき

みんなの顔
かお

を見
み

上
あ

げました。いとこたち，おばさんた
ち，おじさんたち。みんないます！

ジャロムは目
め

をとじました。温
あたた

かい，
おだやかな気

き

持
も

ちがします。だれかが
ギュッとだきしめてくれているような感

かん

じでした。ジャロムはおばあちゃんのこ
とを考

かんが

えます。先
せん

祖
ぞ

のことを考
かんが

えます。
みんなが自

じ

分
ぶん

のことをほこりに思
おも

ってく
れていると，ジャロムには分

わ

かりました。
ジャロムはかわいた服

ふく

に着
き

替
が

えまし
た。それ から，親

しん

戚
せき

たちを一
ひと

人
り

一
ひと

人
り

，
ギュッとだきしめました。ジャロムは全

ぜん

員
いん

に感
かん

謝
しゃ

していました。そして，いつの
日
ひ

か会
あ

える天
てん

の家
か

族
ぞく

にも感
かん

謝
しゃ

しました。
家
か

族
ぞく

からほこりに思
おも

ってもらえるような
良
よ

い選
せん

択
たく

をし続
つづ

けたいと，ジャロムは思
おも

いました。●

このお話
はなし

を書
か

いた人
ひと

はアメリカ合
がっ

衆
しゅう

国
こく

ユタ州
しゅう

に住
す

んでいます。

ニュージーランドの先
せん

住
じゅう

民
みん

は 
マオリとよばれます。 

マラエは， 
マオリの家

か

族
ぞく

が 
先
せん

祖
ぞ

を思
おも

い出
だ

すために集
あつ

まる 
特
とく

別
べつ

な場
ば

所
しょ

です。

イ
ラ
ス
ト
／
オ
ク
サ
ナ
・
グ
リ
ビ
ナ


